
～勤続 37 年を振り返って～ 

昭和 53年 4月 1日付での奉職以来 37年間勤務させて頂きました。当初の配属は半導

体研究室でした。当時の研究室スタッフ、古越先生をトップに、菊間先生、村野井先生

のもと、スタートしました。 

始めは、半導体の知識を深めるために古越先生の半導体工学の授業を聴講させていた

だきました。3人の先生にご指導いただき、できるところから、支援をしました。研究

テーマは「青色発光ダイオード」でした。昨年のノーベル受賞で脚光を浴びましたが当

研究室が選択した材料は窒化ガリウムではなくセレン化亜鉛でした。業務の内容は多岐

にわたり、振り返って列挙してみると結晶を作ることに関しては、バルク結晶成長用高

温高圧炉のオペレーティングそれに付随して使用するルツボ設計発注、簡単な加工は学

内の旋盤を借りて製作、できた結晶の評価については、半導体切断機による切断、熱処

理、エッチング、EPMA、ICPによる組成、不純物分析、フォトルミネッセンス測定、IV

特性、ホール効果測定等これらの作業に伴いガラス細工、高純度ガス配管、化学薬品の

管理、廃液処理、電気炉の設計製作等。学科支援の予算については、学科の総予算を共

通経費、学生実験経費、各研究室配分の計算、就職については、求人資料の整理、ホー

ムページへのアップ、更新。幹事は、学科の懇親会等の企画。特に、当時は、学科で旅

行積立金を積み立て年 1回の温泉旅行に行っていました。学生実験支援では、PN接合、

AM、FM 変調、ダイオードトランジスタの特性、トランジスタ増幅回路、金属半導体接

触、水晶発振器、論理回路、発振器等を担当。モノづくり部門支援では、科学の祭典日

立大会の実行委員と出展、コマ大戦参加、夏休み開催の理科工作教室、独法化後、比重

が増した全学支援として作業環境測定、局所排気装置の点検等仕事の内容も様変わりし

てきました。 

これからの技術部のあり方を展望すると、1.現状の体制を維持し各人のスキルアップを図る。

2.全学組織化をめざす。3.その他が考えられる。 
1.については、現状の組織図では、昇格の面で不利益な部分があるが、全学化に向けて取り

組むのに費やすエネルギーを考えれば予算枠内での各人のスキルアップに努めるのも選択

肢の一つと思われる。2.については、既に全学化されているところでもいろいろと課題があるよ

うです。3キャンパス間の調整等困難を極めそうですが、総意が得られれば時期的には良い環

境だと思われる。3.その他ですが、どのような将来像を模索するにしても、全面的に参考になる

大学はなく、茨城大学工学部技術部の特徴を最大限に生かしたユニークな組織が望まれる。

最後に、勤続 37 年大過なく定年を迎えられたことに奉職以来関った皆様、茨城大学はもち

ろん他大学の交流で知り合った皆様、その間亡くなられた方も少なくありませんが、すべての

方々に感謝申し上げます。今後，ますますの工学部技術部、また他大学の技術部の興隆、発

展をお祈りいたします。長い間たいへんお世話になりありがとうございました。
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支援業務年表

1978

1986

1996

2002～

2015

支援内容

高温高圧炉による結晶成長、
特性評価（IV特性、ホール効果
の測定、フォトルミネッセンス、
EPM A、ICP による組成、不純
物分析）、るつぼの設計製作、
電気炉の設計製作、高純度ガ
ス配管、その他

学科半導体研究室

予算、就職、
幹事

古越先生、菊間先生、村野井
先生：ZnSeを材料とした青色発
光ダイオードの研究（菊間先生
は、主にバルク結晶の単結晶
成長、村野井先生は、気相成
長）

全学

作業環境測定（年2回）

2008年から出展
ペットボトルモーター、磁
力コマ

他キャンパスへも出動

金属半導体接触
水晶発振器
論理回路
発振器

ダイオード・トランジスタの特性

モノづくり部門

PN接合

2011～2014
科学の祭典実行委員

前期、後期2テーマの担当、実験セット
の製作、補足資料の作成、採点支援

学生実験

環境半導体による熱電素子の
研究

菊間先生、鵜殿先生支援。

鵜殿先生支援

古越先生退官、菊間先生、村
野井先生支援。 AM変調

FM 変調

トランジスタ増幅器

研究室支援業務（2例）

高温高圧炉によるZnSe結晶成長
（Zn分圧を制御による結晶成長）

結晶振動法の試料加熱装置
（高温X線回折による相転移点の同定）

半導体研究室支援教員

 1978～古越先生、菊間先生、村野井先生

 1986～？菊間先生、村野井先生

 1996～菊間先生、鵜殿先生

 2002～現在 鵜殿先生

博士論文

菊間先生：ZnSe単結晶の育成

村野井先生：セレン化亜鉛の気相成長に
よるpn接合と青色発光ダイオードに関す
る研究

当時の研究テーマ
「青色発光ダイオード」
 GaN !(^^)! ノーベル賞
 ZnSe !(><)!

 1970年頃から80年代にかけて青色発光デバイスを目指す研究者の多くは炭化ケイ
素(SiC)、セレン化亜鉛(ZnSe)、窒化ガリウム（GaN）、この三つの材料を対象と
して研究してきました。この中で唯一、炭化ケイ素(SiC)だけはpn接合が当時から
できていました。したがって、結構たくさんの人がこの材料の研究に取り組んで
いました。残りの人はセレン化亜鉛(ZnSe)もしくはGaNを選びました。後の二つ
はいずれもp型半導体ができていないという点で共通していました。しかしSiCは
先ほど申し上げたバンド構造が間接遷移型ですから、強い発光が望めないし、ま
してレーザはできっこないわけです。ところでZnSeとGaNは両方とも直接遷移型
の半導体ですが、pn接合ができていませんでした。SiC研究者以外の大部分の人は
ZnSeを選択しました。その理由は、両方とも結晶が作りにくい点は同じですが、
どちらかといいますとZnSeの方がGaNに比べると作りやすいからです。もう一つ
はZnSeは柔らかくて加工もしやすいということがございます。GaNはそれに比べ
て結晶を作るのが極めて困難であり、またp型を作るにしてもZnSeに比べてエネ
ルギーギャップが大きいために、p型化はより困難であると予想されました。し
かしながら、非常に硬くて丈夫で、しかも熱伝導性が良いという点など優れてお
り、もし先に述べた問題を克服できれば、すばらしいものが期待できるわけです。
私はGaNのp-n接合と青色発光デバイスの実現は極めて困難であることはわかって
いましたが、どうせやるならと、この難しいGaNにあえて挑戦したのです。

 赤崎 勇、天野 浩、中村 修二



高温高圧炉とその温度分布
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高圧炉概念図

4本のヒーターによる温度制御
熱電対：ｗ5％Re-ｗ26％Re
昇温時：55atm 1600℃
温度勾配：12～18℃/ｃｍ
降下速度：3mm/h

取り出し室が上下しるつぼ交換を
行う。

結晶成長用るつぼと容器組み立て図

特徴：亜鉛室の温度制御で亜鉛あつをコントロールできる。

1 ｐBN容器
2
3 るつぼ
4
5 亜鉛室
6

成長したバルク結晶（9Φｘ60）

熱分析用るつぼと加熱・冷却曲線

縦軸：温度 横軸：時間
A,D点：相転移点

結晶振動法の試料加熱装置

・X10-3 Torr
・Cu ｋα X線源
・ヒーター電流：30～50A
・温度は光高温計で測定



結晶振動法の試料加熱装置

ヒーター アンプル

回折斑点の温度変化

（3）1350℃ 3C構造
（4）1440℃ 2H構造
（5）1340℃ 3C構造

この間で相転移している

2H：ウルツ鉱型構造 3C：せん亜鉛鉱型構造

学生実験担当
 PN接合

 FM変調

 AM変調

トランジスタ増幅器

金属・半導体接触

水晶発振器

ダイオード・トランジスタの特性

論理回路

発振器

モノづくり部門

科学の祭典

日立市ものづくり学校運営協議会

ラジオ工作教室

ものづくり体験・理科工作教室

今後の技術部のあり方

現状を維持し、その中で待遇改善、ス
キルアップを図る。

全学組織化を目指す。

その他

謝辞

勤務37年、大過なく定年を迎えられた
ことに、奉職以来関った皆様、茨城大
学はもちろん他大学の交流で知り合っ
た皆様、亡くなった方も含めて全ての
方々に感謝申し上げます。工学部技術
部、また、他大学の技術部の益々の興
隆、発展をお祈りいたします。

ご清聴ありがとうございました。
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